






1 研究目的 

幼児の肥満(傾向)の実態については,乳児や学童のそれにくらべて,明確な把握が行われて

いなかった。しかし,幼児期の肥満(傾向)が学齢期以降の発育状態に影響をおよぼす可能性

も考えられるので,幼児期における肥満(傾向)の実態把握が重視されるようになった。この

ような背景から昭和52年度および53年度に,それぞれ第1次調査および第2次調査を実施

した。本年度は,これらの調査結果に多くの視点から検討を加え,幼児期における肥満(傾向

)の判定基準を検討するとともに,幼児期における適切な生活行動(栄養,運動など)のあり

方を考究することを目的として研究をすすめた。 


